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 債務を恐れるなかれ 

合計8回開催 

参加者延べ93名 

自信・目標・希望 



会議をオフラインからオンラインへ 

カードローン被害者の会 ボランティア 謝金呈 

 

1. コロナの感染拡大に伴う、政府の感染予防対策に従い、5/26（土）からカウ

ンセリング会議の開催を中止しました。そこから 2ヶ月後の 8月に、オンライ

ンによる開催を計画し、第一回目の会議を 9/8に行いました。 

2. 皆さんの有益なご意見を、オンライン会議という形式でどのように吸収、実

行していくかが課題でした。幸い私は、6 月〜8 月に類似の経験があったため、

ご協力させていただきました。債務問題解決の第一線で活躍する何さん、美蘭

さんのお二人と話し合い、参加者リストの作成及び会議の試験的な開催を決め

ました。 

3. 開催に至るまで、自救会の先輩方には大変お世話になりました。自救会の初

志と、先輩方の思いやりある行動を胸に、オンライン会議は始まりました。同

時に、林弁護士及び趙弁護士、お二人のチームの方々、そして呉教授のご協力

に感謝申し上げます。コロナがもたらした垣根を破り、被害者の会メンバーの

距離が縮まっただけでなく、情報を届けられる範囲も広がりました。 

4. オンライン会議で最も苦労したのは、多くの方が顔を出すことに対して、抵

抗感を持っていたことです。私が 6〜8月の期間で、オンライン会議には慣れて

いたので、こう感じたのかも知れません。カメラのオンオフ以外にも、情報ツ

ールに不慣れな使用者や、未経験者に対するサポートも課題でした。ボランテ

ィアの協力を得て、こうした問題を一つずつ解決することで、オンライン会議

の開催にこぎつけました。 

5. 12月までに、合計 8回のオンライン会議を開催しました。少なくとも延べ

93名の方が、勇気を持って債務に向き合い、尊厳ある人生を享受するための手

助けをすることができました。 

6. メリットを挙げればきりがありません。我々は債務者の方が希望と自信を持

って、ご自身の人生に向き合うさまを目の当たりにしました。また、専門的か

つ正確な法律知識は、債務問題を解決するための最良の手段です。 

7. 技術的な操作に関するサポートについては、改善が必要です。より多くの方

が、勇気を持って債務と向き合うための手助けを、今後も続けていきます。あ

りがたいことに、カードローン被害者の会の 2名の弁護士、そして呉教授のご

指導のおかげで、皆様からの厚い信頼を得ています。こうした恩恵にあずかる

ことで、我々ボランティアはより多くの方を助けるとともに、活動の意義を再

確認することができます。オフライン、オンラインに関わらず、会議への参加

は、希望を失った人生に新たな出発点をもたらす機会となるでしょう。 


